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1 予 算の編成にあたって

平成22年 度予算は 景 難 遣による市私の減少などによりうyつてない厳しい財政状況

が予想される中、従来にも増して事務事実の見直しを図る必要があると認設し、限られた

財涼の中、行政が果たすべきtLSと 役割を見援めることにより、真に必要なニーズにこた

える予算として岳成いたしましr_

2 財 政 規 撃

平成22年 度の一般会計予算規穏は、 539信 9 20o万 円で、対前年度比較て

7 7%の 増となりましこ

また、一般会計に5つ のや別会計をあわせた誇予算額に、 856値 ■ 251万 3千 円

て 前 年度とrL敦して 3 6%の 増となりましr_

平 成 2 2 年 度 当 初 予 算 額

区   分 平成 22年 度 平成 2■ 年度
対前年度比較

増瀬 増滋淳

設
A
= 計 53 的 2 0m 5は 120 如 3,871,551 ,7

国民驚庫経験事実行別会計 15,570 0的 1,592 ∞ 0 △ 1022∞ 0 △ 62

老 人 保 麓 特 別 会 計 1い 013 3●100 △ 2 1 9 8 7 △ 86 7

後 期 高齢 者 医療 特 別 会 計 2,町 7,2的 z73巳 800 131 ■ 0 48

介 産 保 険 事 茉 特 別 会 計 8ぅ51母 3∞ ■OGE如 0 438 100 54

下 末 遣 事 実 特 別 会 計 46350m , 0 4 0 7 0 0 △ 385 700 △ 77

合 計 85 612 513 84599 2 4 9 L013264 36

採―鮫会計の平成 21年 度は内付け後予算額
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財 政 規 模 の 推 移

Xて )内 に 平 壕 7 8年 度 lhrコ入Ⅲた携複占てん任め倍 "皇 えの彰客を的 たヽ導おり験置

栄当初7F‐  ス の無 ttし  子 取 2■ 年度については日付けま予算の家 営

章下差0締 対前年亡担彦卒

貯 女  指  標
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販 カ
指 款

0 ■ 94g ,945 0 0St 09四 は"7 10■ 1 は 1073 10ア 0 1 0如
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3 平 成22年 度予算のポイント

◆ ― 双会計予算の概要

0 歳 入では 市 税が、個人市民税や甚人市民■の彦などにより、前年度と比べて

3 9%の 減 となりました。

O 財 源不足を柄 )た めに、これまで進めてきた穫全財政の成果としての喜全の

活用や、市債の発行などで稿てんすることとしました。

O ま 出では、扶助費が、子ども手当の創設やほ争旨関連絡付費の指などにより、

前年度と比べて 28 1%の 指となりました。

o Art費 では、週験手当の湧 職 員毅及び詩号当の見直しによる滋などにより、

前年度と比べて 6 6%の 湧となりました。

0 控 資的経費は 市 民生活に密芸施 設の封 旨や都市≧器の勢 南など 約 9億 円、

38 9%の 指となりまし,ヒ

O 市 民生活に影書する行攻サービスの捨幸

◆ 主 な事業

Oい きいき歯あ事業 仰 協働事業)の 実定

O市 民活動支援事業の推進

O防 災 防 犯体稿の充実

O公 共施設への大競 電曇置設置の推進

O学 童クラブ室の新予 調 螢

O認 可保育固 〈私立固)の 安心 安 全な環境づくり

Olb町 公民揖 図 書館の建着

O鉄 道駅と剰ヨ辺のバフアフサー化

O小 平都市計頭道路 3 4 23号 線の目驚

0都 市防災務合推進事実 (小平都市計画道路3 4 ■ 0号線り整嗣

Oユ ミュニティタクシーの垣行

O電 子自濁なの推進

O子 ども手当の創設

(1) 市親の減少などにより か つてない厳しい財政技ユが予想される中、行政が
果たすべきi予 と役笥を見極めることにより、真に必要なニー内 ここたえる
予算として編成 しました。
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(2)事 務の見直し等を嶺極的に行い、まり効率的な行財政運営をめざしま曳

: 百 万 円)

O 平 成22年 度予算における行財政改革の取担細呆は約3憶 7 700万 円となりました。

0 自 出肖lh‐ としては、職員数の見直しにより約6 600万 円、諸手当の見直しにより約2仁

■ 700万 円、安託内容等の見こしにより約1 900万 円 内 部努力による管理専務費等の

見直しにより約 1 400万 円 民 間委話化等の推進により拘 600万 円 柿 助塗や事務事実の

見ましなど抵策の見直し等により約 3 20o万 円 そ れぞ加経費を節議しました

O 歳 入確保策 としては 窯 常自ほ車駐車場の有村化や広告収入の増を図ることにより

釣 3 200万 円を芭保しました。

仔 成 22年 度予算におけら行財政改革の取鶏動鶏

<程換  繰 上艇 >

市猛の利子負担額を怪現するため、ほ利債への情り長えや高利債の題 卜債置を行つてきて
いま曳 これまでに行つた借り姿え 繰 上債玉により 平 成22年 度における利子負担額世
一按合計 下 水道会計合わせてお 6 20o万 円節済されていま汽

(一般会計 △ 2 600万 円 下 水道会計 △ 3 600万 円〕
<臨 時財攻対策債の発行の抑制>

臨時財政対策債 (平成 13年 度から導入されている地方非 の不足に対処するために

発行される地方働 についてlt 得 に平成■7年度以降発行の抑制に努めており、平減22

犠 予算にヽいても、発行可能卵 28億 円に対し約 20定 4 000万 円 ‐3Fnし ま
した
なお、これまでの臨時財政対策置の発行抑日により 平 成 22年 度における利子負担額は、

2年 度予算におけら行財政改革の取期動織

区   分      1 見 直し嶺 | 二な内容

宮喜■こ享潟使用料の増等
|

391指材ヨ転革盛=場 のfHfヒ に■う倒 ]料の指

′ヽナー広告取入等の増

巌出首幅 涼  0     1  A345

△3131議員数の見直し

職員数の見直し
管理事務費の見直し等の内
部努力

刷コ季託化宰の推進

諸手当の見直し

委託内容等の見直し

内部努力による管理事務費等の見菫し

館奈の見直し■
事務事業の見直し

塙助金の見直し

的 呆合計 は一Bl 3 7 7百 万円

約 6 6 00万 円節桜されていま丸

―々―



歳入の転要

O 市 税l1288宜 700o万 円で 前 年度比■■燈 6 00o万 円の競となりました,0抑 の詢 雑 的 海
鞭 議 岳

・
古;勝吾】晶 量暑桑閣交付金が 1億 2 ■ 99万 円の演 和浮 割|

2 ■ 00方 円の法 地方議与稼ぶ ■ 4oo万 円の減 となったことなどにより 全 体で
4億 2 099万 円の蔵となりましF_

O 地 方交付独は ほ ぼボーダーライン上の苦通交付記不交付国はであり、朝 J交付説のみ
見込んでいまえ〇 国産支出全tFども手営の増などによ926信5 347万円の塔 吾支出全は市町村
。務逢は幡鶴墾墨猷懸?崖哲P縛静誘ぱ速爺圏轄鎖始が

豊音慎了智せ電多
事業≧基奎入昼メ?Pi雷「芳腎灘 宮ず:評七38昇秘

O 市債蔵庫時財政対策惜が13億2 ■00方円の増となりました
lHtE:千 円 的

x l  r F f r 4 H

″  「その他 j

は コ子刊唆■生 口窺 安付査 吉 蒔 まま所 蜘 奏付奎屯
rt 処 財 暖 掘 x― tr 葛 取入■0■
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区 分
221■ 宝

1 競
211■=

前 縁●を,Si   黎
増績績 審

市 4E 407C∞ 0 田 5 既 ∞ 0ロ コ 599 △ 1 100 0的 △ ]0
も 方 義 与 程 2080∞ 05 392 m 0 こ △ 1 4 的 △4●
交  付  金  ※ 1 243 m ● 5 33o m" 07 △Wm △264
j g 方清衰秘支付斜 1 75S ∞ o 32 I鈍 ,口 ■ 39 △2110的 △コ 9
自う車取得ヨ交付金 117 o12 02 2革 蜘 ■ 5 △ 121 蜘 △51 0
ね テ 特 由 交 付 金 34t HX 成 S 32」 回" ● 6 lC a ■ ロ

ヽ ∞ 0

■9 8 6 6“

02

147

4 7 口対

5 233 199

0 1 48 0的 19Z l

10S 265■ 466 所 2

認 支 出 全 6師 ■的 143 5 西  491 116 OD2 卯 5 157
芸 入 ヨ ■008247 ユ 8 2t10194a 42 △亜  001 ユ 4

奎

伎

!うち庫時財ま対策債

口4コ "

1町 40的

l S

6 1

m,Hx

16い 知 o

12 加 00的 コ  3

■ 2 1 6 6 B 7 6 1∞ 0

廻 珈  0∞ 1 4 1 321∞ 0 laB 5
て  の  に X 4 L  S D E 亜0 20 1田 4011 3 1 73 的 4B
▲ ユ

田 吻 印" IX 0 ■ 1 2 D 4 4 9 1∞ 0 3  t r 7 1 車1 77



◆市■

0 市 観収入は、対前年度比 1■恒 6 000方 円の波となりました。平成■6年度から縄加

歓向にあった市税収入ですが、平成■9年度決算をピークに高的犠す頼 向となっていま先
O 個 人市民猛lj、景気後退の影書などにより 前 年度比0値 4 554万 円の法 法 人古

民程は、大手法人のコ区により、 2億 2319万 円の法となりました。

O 固 定査産社 都 市計H担 は 家 屋の新集 増 改集などにより 前 年麿lL 3 450万 円
の増となりました

lHt i

19串

〔ビウ聞

138X4181   14田 盟 2511△ 1173口 331  △ アロ IS O唖  3四

A94,6411■口641i   口 gBるo島 △氏01 1■ 弱 画

10001"|  △ ″41確 △zギ4 Fm8 2取
日定章産視 寄 市計百寝 ■ 15,IWX

l I 晦 唖目 定 査 産 税

140既 亜 ぞ  44巧 | no lo∞ E lc2

11 26ヨ  160

都 市 計 盲 殺 2切734 4ャ1701 1,03Si   06

△ 746囲

如 0 3 D 蜘 | △ I ! 叫 m

広
一慰

４
■

０
「

7 9 0 1 9

■ 宴 L い

prそ の出 ■ ヒ 弱 =■  を 莉■距忘有理立

市税波入の軽彦

日々'
口"Ю

抑

なコm

■ココ

l F w x

141D

ω

!― i韓

―■■一日人

― ま人

― 日定受E■
ヨⅢ■百君

合計

D

12 10 1● 15 lS 1, 10 1ヨ 2 1 22
fE

0 ‐
  0

。一キ 。、。…。_辞 」′  ~。

目― ― Ⅲ 揃 殻  ―
Pm

百人
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◆市債の推移

=非
計

‐

O i債 依存度 (歳入に占めるキ嶺の割命 は、重寺財政対病債の増 り入れの増額

により平成 21年 度よりも2 9ポ イント上昇しまえ

0 市 憶現在高は 平 成22年 度管入見込額よりも寝遠見込額が大きいため、平成

Zl年 度末市使現在高見込額より36億 円減少しまえ

i的

1∞

″
〔年度)

些 塑 望 空 0_口 餓弱 難 _=空 里空 |

(単位 :笹に %)

年  度 13 14 15 10 1, 1ロ | ⅢD 御 21 2 2

市債韓 ヽ ロ ■ 3 111 5 【″2 41 4 2  1 S 4】 ヽ ″ ヽ 1

市醜 高 廻 J6 t tt 空 4al 41″t W 玉エ   ヨ ビ

|う ち的片けまガ=F 7 理 取 7 B 87 01 1   田 87   9S 110

平成 2■ 年度 平 成 22年 度は年度末

東京都:76% セ 方財政対策:■64

※隅 rl除く

※平成 13年 度から平成 20年 度申 Ft
現在高見込編

(参う 載 22犠 起晦  日 :48096

て障日) 〔四〕
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="全 体の債務の推移=

0 平 成 16年 度までは一般会計の残高は岩となラましたが、下水道会計及き土地

開発公社の債務の減少により、市劉なの債務は浣少してきました。平成 17年 度

からは 一 般会計の債務も滋少していま丸

O 近 年 赤 ■債である臨時財政対策債の残高の占める割合が大きくなっていまi

500

如 0

コ 0

2 D

lm

■主也目発公社   口 下水遭会計   回 ―縦会計(瞳財憤を陰く〕   E口 時財政封養ほ

勝 高の糊 (jHLi仁円 粥)

年  度 13 14 15 10 17 18 13 Z l 21 2 2

羊 許 4い 416 空 a 442 431 417 387 3 3 8 342 336

f非 ,劫 鞭 7 22 54 78 8 7 01 ag 8 7 弱 I10

下水道会計 a  r B 271 260 2 4 4 閉 212 195 179 I S 2 ０
け

力
ヽ

土地寓発会社 6 3 4 5 26 27 2 6 12 13 12 と

一
17

伎を残高合計 750 馳 ,24 113 68rl S4】 595 549 518 501

対前年度瑠浅 △ 37 ハ 2“ △ 11 △ 15 △ 41 △ 63 △ 72 △ 77 △ iS △ 33

※平成 13年 度から子虎 20年 度店年度末現在高、平成 21年 度 平 成 22年 度は年度末現在高見泌憲
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●基金の推移

1仰
恒 ロ

口材技ヨ襲   ヒ 公串   口 阜員申 撃会  口 その」D甚全

〔卓在 :痘口 勇 )

年 度 13 14 IS 16 1■ 18
ｎ
ヨ 2 0 21 2 2

財 政 調 整 基 金 ，
１

，
ｕ 3 7 34 コ1 32 31 3 2 如 タ

う
４

公共適設肇倍 岳全 18 ェ8 17 ●
Ｕ 16 18 22 2 2 21 16

職員 違時手 当基金 33 3 3 32 ｎ
０ 29 郷 27 23 17 17

そ の 他 の 基 金 万 2 7 如 〔
ヨ

う
Ｚ 31 抑 37 】

１
●
３ 3 7 ｊ

“
う
０

基 全 残 高 合  計 114 115 112 105 108 ェC7 118 112 1の Ｏ
ｕ

Ｏ
じ

対 前 年 度 増 済 8 6 09 △ Z0 △ 03 20 △ 09 10 3 △ 5 1 △ 【 0 △  la 7

※平成13年 度から平成20年 度韓 平成21年 度 平 成22年 度は年度求残高見込振
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5歳 回の概要

(■)性 質別内訳

子 度 2 2 年度 由各1轟 |
義透的基章 28 426 116 23886e2J z53,51引

953,8,7 1,31■ 3m △ 601,483 △6Hヨ鑑導丑語設験言=△“む
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平成2寄 在 主―

騒 聯 抑 的 に 選鞘 す柱 卜与

の実的 て

～7つの主要政策を展目します (75事 業)～

※ 各行末の ( )内 ― ほ 2■ ― ジ 以降の 「こだいら2■世紀構想の体

系ての観的 の壼連香号載

」 i民 のちからでコ ヒする

5都 市墓窪堅首を推進する

7行 財乾 詣 る

2教 育 文化 スポーツを振興する

6安 全 安心験 適環境を劇出する
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自治基本条例の理念を実現するため、i民 の自立的な活動への支援や、

予民置極 市民多画をさらに着実に進めるとともに、活力ある産業活動を

長具していきます。

(幼  い きV きヽ歯瞬壌 鱒 め の範

ヨミュニディビラネ ス非

蝉 消 交 誤紘 モカ レ転

(詢  市 民活動支韓 の推進

市民活動支援公寡事弟稿助

市民活詢支援センターの自ま な ど

〔郵  別 叫町
一

丁目地区地域センター
児童日の鷺設

科ヽこ品震ヨR  当崎まあ産

働  津 業長果事業の実施

地域模葦担い孝技壊事実 畑からまつしぐら革楽

小学技韓食地培進峰産均利用促進事実 な ど

億ゆ 南 実振興事業の実抵

南工会補助 (塾モと幕 こだいら廟 落喜事業朝

小日事業串 不況対策特別説資事業 な と

lel グ リーンロー ト産業活性化喜業の推進

(幼  卸 鞠舌団 ヒ率業の支援

キャラクターデザイン 作 製の支曇

健D フ
ーク ‐ライク ″(ランス市民経議会の開松

働  く仮櫛 小子市地区まちづくり春議会の設置

(新)― 民抑 度の実抵

御  必 るさと寝周再生特別基金事実の実活

輔9 緊 急履月旬出事業の受癌

2,079千円 (1)

14877千円 (2)

7 5 5 4 千円 ( 3 )

16320千 円 (ω

6L亜 5千 円  1661

6ぅ551千 円  137)

lm千 円 (6t)

100千 円  (期

170千 円  15Bl

lll千円 lral

l与998千 刊  (71

g3454千 円 (81
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教育環境の豊常 教 育活動の充実を図るとともに 個 に応じた指導を無

進し、また、こだいらの個性豊かな文化 歴 史の発信 創造と、身近な地

域てのスボーツ活動の振興に努めます。

は 〕 枝舎増集事実の実な 配お金斗百引弾【連 惨 2瓢 日)  2的 795千円 (0

(抑  字 凝の蜘 工摯嘆 の難            3あ 525千円 て幻

大規枢改造 (鈴木小 上 水中 花 小企井百中のほう  な ど

(紛  学 校図書増の売実                 34365千 円 1451

小学校園畜の充実 学 校国帥 議員の配置 小  申 学校国書街塩力員の副置

て紛  ス クっレツーシャルワーカーの配臣

小平第七小、■平算六中ヽ み配氏

lal テ ィーチング ア ンスタントの■充

(幼 特 〕岐援教育総合推進計画の策定

〈縛  滋 課後子ども鞍室推進事業の拡充

てヨ働 平 鶴田中彫封実行館の情控化

lMl 仲 町公民館 図 書館の建者

姉 等の委託

〈動  市 民判ヒ会館の改接

lpl 市 史編さん事業の張進

l■l 平和関連事美の実遮

後爆体験者による語,部  原 爆中 のパネル展示

(毒D 体 高抵設の改倭

市民磯合離 内モ‐ター設備改歓 克笥△田ブ‐曙

ltl 東 京目体の開催調断

(pll 小 子市体情お会への支援の充実

所康品の摩三 特別辰の開催 ミ ュージアムグクズ包獲用ロイ八中 信成

ぐるつと′`メヘの加入 晟蛤 鶴 匠 示磁監談蓮萄

1 2 4 4千円 1 4 6 1

m 0 3 2千 円 1 4 7 )

■3 S 4千円  1 4 8 )

2 2 , 3 W千円  1 4 0 )

1 5 1 0 2千円 ( 1 1 )

11840千円 〈m)

弾 716千円 〈 gl

"ぅ515千円 (101

15千円 (121

29254千 田  (51)

124千 円  (521

■944千 円  “ 31
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子育て支援の拡充、保青サービスの拡充により、次世代育成の積極的展

関を図つていきます。

35卸 0千 円 1229

1108B千 円 1231

大沼時 ングー 天や地域セングー 上水本町地域センターで手案園姑

(紛  子 ども家距支援センターの標龍段化          8 0rl千 円 1241

larl 学 室クラブ室の新設 鼓 隊

学固車卜芋童クテプ第二新震

1 7 1 範 クラ寿

lel 児 童■運営の指定管理す何度への移行

lal 子 ども広母の拡充

虐待対策ワーカー塙員

碑  析 義 自渡 勧 断

教育討幾釜付金の玲付割合の極元 2寓 から4罰

て閥  認 可保育国 1/A立目)の 安心 安 全な環境づくり

耐震診断3園 K/1サ11保青園 仲打保言園 ■永南保育副

トイL押兜産箇

エアヨ環 置

ltl 認 可保育国 偲 立醐 の安心 安 全な表境ちくり

ltl 認 定保育望の認証保育所への移行

l■l ワ ーク ラ イフ パ ランス市民峯議会の開催 【再掲】

5 , 7 ∞千円 ( 2 1 )

210子 円  1251

1■622千 円  1261

177520千 円  (271

35072千 円  (281

100子 円  1291
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健康ヴくりを進めるために、予防に重点を置いた検診の充実を図るとと

もに 高 齢の方や障がいのある方などが、地域で安心して暮らせる猛策を

充実させていきま坑

てヨめ が わ校診の光妄 〔女性韓有のが揮 の指働

lel 福 社会館の改g

(親  高 津熱 韓 福祉計画 分 護保機客奏計面の策定

〈調  成 年後加 うんしんと括創撃 の充実

lFD 災 書晴要援護者遷残劇接体目の喧衛

ltl 小 萌膜 葬 菊 殖旨臨の難

〈調  ね たきり高鮨 おま ,支給等事葉の実と

lra 高 捧 一晴増導摩露終の振

〈翔  篤 がい者福祉計画 障 害福祉計画の策定

的弱 津 涼V 者ヽグルーブホーム (ケアホーム)の 日立支援給付

党の支援

(翔  障 がい児療首の推進

白祥 日痔 との幸

(翔  市 役所手巨通評者の配置 l■fF-6■ 語連諸 のヨ置)

(翔  セ ーフティネクト支援対策事実の充実

住宅荏得 盛 斉支援員の配E

42,434千円 〈ゆ

SL吻 千円 (31)

■00千 円  (32)

母346千円 〈33)

みmO千 円  139

2,碑 5千 円  (35)

1■426千円 〈36)

如6千 円 (37)

↓∞0子 円 (38)

1■鏑 千円 (39)

2,Om千 円 (431

2函 千円 (41)

■9郷 千円 (421
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多くの人々が快道で便利な都市生活を享受できるように、市衝地劉歯、

道路や下水道など ま ちの基盤を驚需していく事業を積極的、経統的に属

関していきます。

0 418永 圏意事栄の播進              1,878千 円 (弱

〈抑  州 1配西口地区再開発事業の推迷            如 。子円 (55)

個  小 平風北口地区衛づくり手栄の推進           lm千 円 156)

篠 )鉄 ヨ駅と駅月辺のパリアフリー化           315,mO千 円 1571

匿の台欧構内エレ本一ター 報 謹でもトイレ豊宿

中央容 目西コ地下自由連鶏エレ｀一ターヨ 寂

〔師  6魔 わ 小平市地区まらちくり審議会つ設置  【認 印   170千 円

gll 新 みちづくり ま ちづくリパートナー事秦       43j O∞ 千円

〈胸  小 平都市計画道路3423号 線の整増         384333千 円

〈調  細 詢め増難導理碧葺1/f-3416=議 ″理債 18z布 5千円

(381

て591

(6Bl

( 5)  lSl)
尊

0 道 路圏 盲事業の充実

道輩斯設改史 申 含trj  8カ新

道曽程宮崎態 ■ 6か所

殺道柳

(詢  ヨ ミュニティタタシーの橿行

(翻  鷹 の台駅 ― 信学国風周辺自岳車駐車場の目 虜

lel 公 共下水道南木驚偏の推進

514 ⅢO子 円 162)

I,OX千 円  1631

50m千 円  1651

2042∞ 千円  (161
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防災 防犯体制のさらなる充実を目るとともに、公国 最 地など 経 の

環境登憶を推進し、環境に配慮した生活を実現していくための取り組みを

進めていきまえ

働  騎 奨 ‐瞬 電隅 の充実

弗 室線のブジタJ/L改 佳

張り込めサキ倭滅キャン ―`ン

消防団防火コヨリ替え な ど

(目的 韓 “W萄 所耐菌適路 34m葬

均  m l B l

(BD 消 費生活相護事業の充実

は9 特 こある公目づくり 〈公図り‐ューアわ

御  あ かしあ通,グリーンドード化に伴う用水路鋼水整憶

撃 の 難

住D 森 の力"ケ づくり

働  公 共施設への大麟光発電養置桜との推進

鱒 )瑠 蔑登本計面の推進 エ ネルギービジョンの推進

舜鶏辛冒誤 市則調盛騎配題lger穀 関催

薙 化推進モラ レ撃 つ躍

新エネ省エネ韓 ニター助成 な ど

lfl 生 翌 鋼 モデ"撃

鵠節 ご み湧量化 資張化事実の実施

1人 1日 100g高嘩    (市民向け記湧会害の碑

生ごみの試験日率

生ごみ処導校一よ虹窪物の分捌収集 な ど

(翔  烈 残聾街路灯の鷺憶

243548子 円 (41

187j45千円

■613千 円

1■mO千 円

1,∞ 0千 円

474千円

7,541千 円

1,431千 円

(  5 1 ヽ 1 6 1 )

(61

(131

(1り

(15)

(171

(18)

2519千 円 (19)

21894千 円  (201
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情報技術の積極的な活用や 行政サービスの向上に向けた取り紐みを行

うとともに、引き続き 行 財政再構築ブランを着実に実施し、小平市の新

しい行財政と構築していきまi

働  電 子自調 杵り雑造

住民債親システムの譲

生活保議データシステム及びレセプト情報管理システム

の事

備 )市 ホームベージの五完

は )ICT等 を話用した播ロサービスの実施

ω  市 史吾さん手業の推進  【再掲1

1tl 世 詩調査の実な

l■l (臨 わ A■  契 約a度 検討会議の設置

lal 提 案型民営化制度の実た 【再招】

(翔  9騎 印 労2衣行財政再構築ブランの策定

6E716千 口 (701

845千円  171)

4353千 円  1721

35,516千円  (101

4的 0千 円  1731

413子円 17り

■11千円 176)

611千円 〈75)

―

抑

―


